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メネット同伴での入会式 

 
呉クラブ２５周年懇親会 

 

理事主題 

「ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を！」 
Energizing Y’s Men’s Clubs with the Y’s spirit ! 

 
 

 ―定例会の充実と活発な奉仕活動でメンバー倍増！― 
 Doubling membership through having substantial meetings and active service ! 

                        西日本区理事 岩 本  悟 

暑中お見舞い申し上げます！ 
 梅雨明け宣言と同時に、猛暑日が続いております。お身体ご自愛下さいませ。 

今期のクラブ会長、又は書記、部長は優秀です。期限通り７月１５日には、半年報が出そ

ろい集計が出ました。結果は、残念ながら１４９４名（特別メネットは除く）と１５００名

を切ってしまいました。１年前比３６名減。２年前比８３名減。１０年前比１７８名減と減

少傾向が、続いております。 
 実は、７月１６－１７日、第１回西日本区役員会の中で第５号議案として、ワイズの存在

性や将来像、ＹＭＣＡとの協調は如何にあるべきか等シンクタンク的機関として「ワイズ将

来構想特別委員会」の設置を上程し、可決しました。今期は、この将来構想委員会、組織検

討委員会、財政問題検討委員会（文字数の関係上一部省略）と連携を取りながら、減少傾向

に歯止めをかけて上昇に転じるよう、根本から戦略を練って実践に繋げる仕組みを構築して

参ります。ありがたい事に、九州部でも入会式があちこちのクラブであり、私もお祝いに駆

けつけております。特に熊本ジェーンズの入会式では、３２歳の若いカップルでメネット同

伴での入会式でした。 
 また７月２３日には福岡にて、亀浦メネット主任によるメネット事業主査研修会が開催さ

れ、小田哲也メンによるフリースクールに関する講演があり、その後全体討論で熱い意見交

換がなされ、国内プロジェクトに関する機運が盛り上がったようです。 
 私はその足で、呉クラブ２５周年記念例会の懇親会から参加させて頂きました。遠藤直前

理事や高瀬元理事も参加して頂き、盛りあがったいい例会でした。 
特に嬉しかったのが、西中国部には１００人委員会がありますが「西中国１００人を今期中

に達成するぞー」と掛け声勇ましく宣言された事です。 
 ８月４日～７日まで台湾での国際大会。８日はアジア会議に参加して参ります。報告は９

月号でいたします。 
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◇８月の強調月間 Youth Activities 
             西日本区ＹＭＣＡサービス・ユース事業主任 

                            堤  弘雄 

 

今期の事業主任主題「愛と奉仕の精神を全てのユースへ」 

Share the spirit of love and service to all of the youth. 
 

ワイズメンズクラブとＹＭＣＡが協力してユースに具体的な活動の場を提供することを

通して、愛と奉仕の精神を学び、国内外の社会的弱者の存在と、それらの人々と共に生きる

事の大切さを体験的に学ぶことにより、現在と次代のワイズメンズクラブとＹＭＣＡを担う

人財を育てることができればと思います。 

私たちワイズの若者への小さな声かけと体験するチャンスの提供が、若者のその後の人生を

より豊かなものへと変化させるということを意識しましょう！ 

 

以下、２つの提案をいたします。 

 

「ワイズやＹＭＣＡの奉仕活動へユースを誘いましょう！」 

ワイズメンズクラブやＹＭＣＡが実施する奉仕活動に必ずユースを加え参画する機会を

提供しましょう。子は親を見て育つと言います。私たちのクラブ自らが誇れる奉仕活動のプ

ログラムを持っていたいものです。自分のためにはできないことも、愛する誰かのためなら

できます。その愛する誰かがユースであったり、社会的に弱められた人であったり、共に仕

える仲間であったりするのかもしれません。そのあたりにワイズ魂があり原動力があるよう

に思います。 

 

「ユースにアジアを体験する機会を！」 

ローカルＹＭＣＡや同盟が主催する国際プログラムにワイズがスポンサーとなりユース

を参加させることをお勧めします。特にアジアスタディツアー等をユースが経験することに

より、世界の人々と共に生きること、災害や貧困などで苦しんでいる人々へ手を差し伸べる

ことのできる優しい人間へと変化します。また、国境を越えても友情が存在することを学ぶ

ことにより、戦争の無い平和な世界を希求するようになります。 

２０１７年８月にタイのチェンマイで開催されるアジアユースコンボケーション（AYC）

へユースの参画させることも今から考えておいてください。 
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【前期半年報の報告】 
西日本区会員数（2016年 7月 1日現在） 1,494名、83クラブです。 

  
部 クラブ数 会員数 

中部 8 97 
びわこ部 6 108 
京都部 18 481 
阪和部 8 133 
中西部 9 137 
六甲部 8 131 
瀬戸山陰部 5 64 
西中国部 6 74 
九州部 15 269 

合計 83 1,494 
 

会員数の減少傾向が続き、今期は 1,500

名を下回る数からのスタートとなりまし

た。しかしながら、北京都フロンティアク

ラブを筆頭に新クラブのチャーターの予

定が各地から届いています。 

 メンバーの皆様お一人お一人がＥＭＣ

を念頭において活動していただきますよ

うお願いいたします。今期が反転攻勢の期

となりますよう、私も先頭に立って頑張り

ます。 

       西日本区理事 岩本 悟                      
 

今月の聖句 
コリント信徒への手紙一 10章 13節 

神は真実な方です。あなたがたを耐えられないような試練に遭わせることは

なさらず、試練と共に、それに耐えられるよう、逃れる道をも備えていてくだ

さいます。 

聖書の小窓「プラス思考でいこう」西日本区チャプレン 立野 泰博 

ある姉妹の左手に包帯があるのにビックリしました。地面が水で濡れていて、そこ

を通るとき足を滑らせたそうです。とっさに手をつき、左手の小指を骨折されたとの

こと。ところが、骨折されても明るいのです。痛いけれど「右手でなくてよかった」

「手首でなくてよかった」「旅行のあとでよかった」と。 

 人生は受け取り方次第です。コップに半分の水でも、ある人は「半分しか水がない」

といい、ある人は「半分も水がある」といいます。 

私たちはいつもプラスになる見方をしたいです。試練や失敗があっても、この試練・

失敗は、「神様が何かを教えてくださるためのもの」と感謝できたらと願います。全て

のことに神様のメッセージがあるのです。 

 別れ際に姉妹はニコッとして言われました。「主人がこんなに優しかったなん

て・・・」。神様はいろいろなことを教えてくださいます。 
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  Ｙサ・ユース事業主任 堤  弘雄 

 
1 西中国部がＹＹフォーラム開催 

と き：2016年７月２日(土) 14:00～16:30（ＹＹフォーラムのみ） 

ところ：広島ＹⅯⅭＡ１号館 

事業主査：山下晴基（広島クラブ） 

2016－2017西中国部の第１回評議会、ＥＭＣシンポジウムと同時にＹＹフォーラムが

開催されました。 

  当日は西日本区から堤弘雄西日本区Ｙサ・ユース事業主任、山藤哉西日本区ＥⅯⅭ事業

主任、山川新一次期西日本区Ｙサ・ユース事業主任が訪問。 

ＹＹフォーラムでは、「ワイズとＹＭＣＡの魅力とは」「ワイズとＹＭＣＡとの関わり」をテ

ーマとして、６グループに分かれてのワークショップを実施し、各グループがそれぞれ発表後、

堤事業主任が、ＹＭＣＡ職員とワイズが話し合いの機会を持ち、連絡を密にして行くことが大

切と講評しました。全員が本音を語り合う素晴らしいＹＹフォーラムでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 瀬戸山陰部ＹＭＣＡサービス・ユース事業でキャンプ場を整備 
 と き：2016年７月９日（土）9:30～15:30 少雨決行 

ところ：姫路ＹＭＣＡ太子教育キャンプ場 

事業主査：福永君二（米子クラブ） 

新年度最初のＹサ・ユース事業として、オール瀬戸山陰部のワイズメンの力を結集して

夏のキャンプを控えた姫路ＹＭＣＡ太子教育キャンプ場の整備が行われました。 

姫路ＹＭＣＡ太子教育キャンプ場は歴史的にもワイズの献身的な働きにより支え続け

られた素晴らしいキャンプ場でした。ＹＭＣＡのキャンプリーダーとワイズが共にワーク

で汗を流した有意義な時間でした。昼食は熊本震災復興支援バーベキューで大地の恵みポ

ーク（阿蘇クラブ 藤本義隆ワイズ農場）を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＹＹフォーラム報告 
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  九州部ＥＭＣシンポジウムで講演 

  
「えすぺらんさ」について 

小田ワイズから聞く 

ＥＭＣ事業主任  山藤 哉 

          
７月２日（土）、西中国部ＥＭＣシンポジウム及び 100 人委員会に参加致しました。グル

ープに分かれてのディスカッション等を行いＹＭＣＡとの関わり合い、クラブの問題点等、

活発に話され発表されました。そして各クラブの会長から「今期の会員増強目標宣言」がさ

れました。各クラブ会長の発表の合計は 100 人をクリアしました。閉会後楽しい懇親会が

行われました。 
７月３日（日）、九州部のＥＭＣシンポジウムに参加しました。講演の後、質問攻撃を受

けタジタジになりましたが、それだけ九州部のメンバーはＥＭＣに熱いと感じました。その

熱意に答えなければと、改めて思いました。その後、木佐貫九州部ＥＭＣ事業主査の思いを

お話しされ、宮崎九州部部長の総評の後閉会、懇親会が行われました。懇親会でも、熱いワ

イズ談議は続きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

メネット事業主任  亀浦 尚子 

 
７月 23日（土）メネット主査研修会を開催いたしました。 

今期メネット事業国内プロジェクトは、フリースクール箱崎自由学舎「えすぺらんさ」（福

岡市東区）を支援いたします。 

主査の皆様の理解を深める為に、「えすぺらんさ」を見学し、代

表・小田哲也氏（福岡中央クラ

ブ）のお話しを聴き研修会を行

いました。 

主査７名、西日本区理事、西

日本区書記、オブザーバー14名、

計 23名の参加でした。 
  

ＥＭＣシンポジウム報告 

メネット事業主査研修会開催報告 

 
西中国部ＥＭＣシンポジウム及び 100 人委員会 
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自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよう。 

Creating opportunities and accepting opportunities 
for change. 

 

 
 
 

 

地域奉仕・環境事業通信 第１号 
2016 年 7月 23日 

地域奉仕・環境事業主任 福島貴志 

（熊本スピリットクラブ） 
 

ロールバック・マラリアは国際ワイズメンズクラブ（YMI）が国際赤十字社 赤
せ き

新月
しんげつ

社
し ゃ

連盟（IFRC）と効

果的なパートナーシップを持つことで、力を発揮しています。 

2008 年、YMI と IFRC は、シエラレオネで 25,000 張りの蚊帳を配布し、2010－2015 の間に IFRC は、

YMI のパートナーとして受け取った資金で蚊帳をシエラレオネ、ケニア、リベリア、インドで配布しま

した。この期間 65,000 の蚊帳を購入し配布するために 50 万スイス・フランを募金しました。 
マラリアは地球規模の緊急課題です。なぜなら、それが原因で開発途上世界に慢性的に貧困の悪循環を

もたらすものだからです。 
ゴールを達成するための私たちの世界的規模の運動に結集しましょう。 
1．蚊帳を単価 8 ドルでいく張り購入するか決定しましょう。 
2，マラリア問題を啓発するためにコミュニティ・イベントを企画しましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『ワイズさくらんぼ』にご協力ありがとうございました。 
加藤重雄ワイズ（仙台青葉城クラブ）より、集計報告とお礼が届きました。 

今年は、名古屋グランパスクラブ吉田一誠ワイズの多大なお力と、また西日本区大会で、呼びかけてい

ただきましたことも重なって、昨年以上の売上げとなりました。 
集計：東日本区 455,000 円  西日本区 564,500 円  合計 1,019,500 円 
この 10％（101,950 円）を熊本震災支援に充てさせていただきます。支援金の送付につきましては、

吉田一誠ワイズ（名古屋グランパス）、清水弘一ワイズ（石巻広域クラブ） 
と相談しました結果、直接九州部の「熊本地震」口座に振り込みすることにいたしました。 
熊本震災復興支援活動、東日本震災復興支援活動を各クラブ及び部でご検討頂いていると思います。

本当にうれしいニュースです。皆様のご協力お願いします。 
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 7月 16・17日（土・日）、ホテルクライトン新大阪で開催された西日本区第１回役員会は、 

「ワイズ将来構想特別委員会」の設置など７議案と３協議案の審議、各事業主任・部長報告

など、活発な議論が行われました。 

 詳細につきましては、西日本区ＨＰと区報でご覧になることができます。 

8 月 3 日～7 日 
台湾（台北）開催されます。  
 会場 グランドホテル 

（圓山大飯店） 

    ＥＸＰＯ ＤＯＭＥ 

 

 2016年９月24日（土）    北九州クラブ60周年記念例会 

2016年11月12日（土）    熊本ジェーンズクラブ30周年記念例会 

2016年11月20日（日）    大阪西クラブ30周年記念例会 

2017年１月７日（土）   熊本むさしクラブ20周年記念例会 

2017年２月11日（祝・土）  大阪なかのしまクラブ20周年記念例会 

2017年 5月14日（日）   名古屋東海クラブ50周年記念例会 

                               報告 岩本 悟 

今回の熊本地震では、多くの皆様から心温まるご支援を頂きました。 
本当にありがとうございます。６月末までの収支報告をさせていただきます 

熊本地震義援金収支報告 

                                 期間：2016.4.18 ～ 2016.6.30  （単位：円） 

  ご支援頂いた方々 金額 

 

支援先 金額 

1 西日本区 ＣＳ資金より 3,000,000 １ 熊本ＹＭＣＡ支援 1,451,440 

2 西日本区 各クラブ＆個人様 3,004,985 ２ 被災者＆避難所への物的支援 703,689 

3 東日本区 北東部 他 223,717 ３ 被災したワイズメン支援 1,485,540 

4 韓国 大邱地区＆ｱﾙﾌｧｰｸﾗﾌﾞ 581,440 ４ 
避難所へのウエルネス＆ 

メディカル支援 
1,001,080 

5 ワイズメンの個人的関係者より 170,000    

  収入合計 6,980,142  支出合計 4,641,749 

第 1 回役員会開催 

第 72 回国際大会 台湾（台北）案内 

周年記念例会情報                    （7 月末日現在判明分） 

熊本地震義援金報告 

6/30 現在の残高（宮﨑部長に引き継ぎ）   2,338,393 
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【2016－2017年度 各部部会開催予定】8月・9月分 

部 開 催 日 曜日 開 催 地：会 場 ホストクラブ 

中 部 2016年８月28日 日 名鉄ニューグランドホテル 名古屋 

中 西 部 2016年９月３日 土 ホテルグランビア大阪 大阪高槻 

阪 和 部 2016年９月４日 日 和歌山ＹＭＣＡ ６階ホール 和歌山紀の川 

京 都 部 2016年９月11日 日 グランドプリンスホテル京都 京都プリンス 

 
 
西日本区事務所「夏季休暇」のお知らせ       
 西日本区事務所は８月 12日（金）から 16日（水）まで夏季休暇を取らせていただきます。 

前期区費の納入期限は８月 15日（月）となっておりますが、できましたら 10日（水）まで

に納入いただきますようご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

堤弘雄Ｙサ・ユース事業主任の住所変更のお知らせ 
堤主任の住所が下記のとおり変更されましたのでお知らせいたします。 

旧  〒860-0073 熊本県熊本市西区島崎６丁目 20-12  

新 〒860-0073 熊本県熊本市西区島崎３丁目 19-30 

 
理事通信への掲載 
「クラブの周年行事」や「クラブ事業」などを西日本区の皆さまにお知らせしたい時には、理事通

信をご利用ください。毎月 25日までにメール文章で、理事事務局長宛お送りください。 

                       理事事務局長 水元裕二（熊本にしクラブ） 

                            E－mail：mizumped@lime.ocn.ne.jp 
 
 
 
 
 
 
 
  

天草市河浦町の﨑津集落 
 

﨑津集落を含む「長崎の教会群とキリ

スト教関連遺産」が国連教育科学文化

機関（ユネスコ）の世界文化遺産登録

の候補として、推薦された 
（７月 25 日）。 


